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ヨーロッパの移民からフランスの移民まで
―多元的社会と多元的アイデンティティを 

めざして
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移
住
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
非
常
に
古

く
か
ら
あ
る
現
象
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
人
間
の
移
動
が
活
性
化
す
る

に
つ
れ
て
新
た
な
次
元
に
入
り
、
社
会
で
の
議
論

の
対
象
と
な
り
、
重
要
な
政
策
課
題
に
も
な
っ
て

き
て
い
る
。

一
．
移
住
に
関
す
る
長
い
歴
史

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
古
代
か
ら
長
期
間
の
あ
い
だ

他
の
土
地
か
ら
人
々
が
到
来
し
て
お
り
、
そ
こ
に

は
ロ
ー
マ
帝
国
に
移
動
し
て
き
た
ゲ
ル
マ
ン
人
や

ゴ
ー
ト
人
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
口

移
動
は
し
ば
し
ば
「
民
族
大
移
動
」
と
い
う
名
称

で
語
ら
れ
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
移
住
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
ロ
ー
マ
人
自
身
も
か
つ
て
は
イ
タ
リ

ア
半
島
か
ら
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
帯
に
移
住
し
て
き

た
の
で
あ
る
。

近
代
に
な
る
と
、
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
海

を
渡
り
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
と
移
住
を
し
た
。
イ

ギ
リ
ス
人
や
フ
ラ
ン
ス
人
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
、

ド
イ
ツ
人
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
向
か
い
、
ス
ペ

イ
ン
人
、
イ
タ
リ
ア
人
は
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
へ

向
か
っ
た
。
ま
た
国
内
の
移
住
も
し
ば
し
ば
行
わ

れ
、
フ
ラ
ン
ス
中
央
部
の
人
々
は
大
都
市
へ
向

か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
リ
モ
ー
ジ
ュ
地
方
の
石
工

や
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
人
々
は
パ
リ
に
上
り
、
カ

フ
ェ
の
経
営
者
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
そ
こ
で
は

炭
も
販
売
し
て
い
た
。

二
〇
世
紀
に
入
る
と
、
産
業
の
活
性
化
と
と
も

に
多
く
の
労
働
者
が
必
要
と
な
り
、
大
量
の
人
口

が
移
住
し
た
。
イ
タ
リ
ア
人
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は

フ
ラ
ン
ス
北
部
や
東
部
、
あ
る
い
は
ベ
ル
ギ
ー
の

鉄
鉱
石
の
鉱
山
や
炭
坑
に
来
た
。
シ
シ
リ
ア
や
カ

ラ
ブ
リ
ア
な
ど
南
イ
タ
リ
ア
の
イ
タ
リ
ア
人
は
、

ピ
エ
モ
ン
テ
や
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
な
ど
の
北
イ
タ

リ
ア
へ
向
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
フ
ィ
ア
ッ
ト
の

自
動
車
工
場
や
製
鉄
工
場
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

ギ
リ
シ
ア
人
や
ア
ル
メ
ニ
ア
人
、
ル
ー
マ
ニ
ア
人

も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
経
済
的
理
由
か
ら
世
界
各

地
に
移
住
し
て
い
っ
た
。
世
界
各
地
で
は
イ
ギ
リ

ス
や
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
植
民
地
解
放
運
動
が
起

こ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旧
宗
主
国
へ
向
け
た

移
住
の
動
き
は
と
ど
ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
た

と
え
ば
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
や
チ
ュ
ニ
ジ
ア
か
ら
フ

ラ
ン
ス
へ
と
移
住
が
陸
続
と
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

二
〇
世
紀
末
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
移
民
の
送
り

出
し
国
だ
っ
た
イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ
イ
ン
、
ギ
リ
シ

ア
な
ど
の
国
が
移
民
の
受
け
入
れ
国
と
な
っ
た
。

一
．
一　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
移
民
の
波

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
産
業
革
命
は
、
第
二
帝
政

下
の
一
八
五
一
年
か
ら
一
八
七
〇
年
に
か
け
て
本

格
化
し
た
。
一
八
世
紀
以
来
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
人

口
の
伸
び
が
緩
や
か
で
あ
っ
た
た
め
、
一
九
世
紀

に
労
働
力
が
改
め
て
必
要
に
な
る
と
、
近
隣
諸
国

か
ら
労
働
者
の
移
住
を
募
っ
た
。
地
方
に
よ
っ
て

異
な
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
初
期
の
移
民
は

ベ
ル
ギ
ー
人
や
ピ
エ
モ
ン
ト
人
（
そ
の
後
に
イ
タ

リ
ア
と
い
う
国
家
と
な
る
地
域
か
ら
来
た
人
々
）

で
あ
り
、
ま
た
ス
イ
ス
人
だ
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
人

や
ド
イ
ツ
人
は
フ
ラ
ン
ス
の
大
都
市
へ
向
か
い
、
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フ
ラ
ン
ス
の
経
済
発
展
や
人
口
の
拡
充
に
貢
献
す

る
。
一
八
五
一
年
か
ら
人
口
登
録
に
国
籍
や
出
生

地
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
第
二
帝
政
の
終

わ
り
に
な
る
と
イ
タ
リ
ア
人
は
一
〇
万
人
以
上
を

数
え
、
一
九
世
紀
末
に
は
三
三
万
人
を
数
え
た
が
、

こ
れ
ら
の
数
字
は
季
節
労
働
者
の
数
値
を
含
ま
な

い
。
一
九
一
四
年
頃
に
マ
ル
セ
イ
ユ
の
人
口
は

五
五
万
人
を
数
え
、
そ
の
う
ち
一
〇
万
人
以
上
が

外
国
人
で
あ
り
、
そ
れ
は
主
に
イ
タ
リ
ア
人
だ
っ

た
。こ

の
よ
う
な
移
民
の
波
に
平
行
し
て
、
フ
ラ
ン

ス
社
会
で
は
庇
護
権
政
策
が
外
国
人
の
擁
護
を
進

め
た
た
め
に
、
ド
レ
フ
ュ
ス
事
件
の
よ
う
な
国
粋

主
義
運
動
や
、
愛
国
者
連
盟
な
ど
の
反
ユ
ダ
ヤ
主

義
で
拝
外
主
義
的
な
極
右
団
体
が
発
展
し
て
い
っ

た
。移

民
の
第
二
の
波
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
終

わ
り
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
の
前
夜
に
か
け
て
発

生
し
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
に
フ
ラ
ン
ス
の
人
口
は

依
然
と
し
て
伸
び
悩
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
フ
ラ

ン
ス
は
「
外
国
人
労
働
力
」
を
ベ
ル
ギ
ー
や
ス
イ

ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ま
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
カ
ビ
リ

ア
地
方
に
求
め
た
。
そ
し
て
植
民
地
か
ら
の
労
働

力
は
危
険
な
作
業
に
活
用
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
に

は
一
九
三
一
年
に
二
八
九
万
人
の
外
国
人
が
居
住

し
、
こ
れ
は
総
人
口
の
五
・
九
％
に
相
当
し
た
。

こ
の
中
で
も
、
一
九
二
一
年
か
ら
一
九
三
九
年
に

か
け
て
一
〇
〇
万
人
近
い
人
々
が
帰
化
し
た
が
、

彼
ら
は
主
に
イ
タ
リ
ア
人
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、
ス

ペ
イ
ン
人
、
ベ
ル
ギ
ー
人
で
あ
る
。

移
民
の
第
三
の
波
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
頃
よ

り
始
ま
り
、
こ
れ
は
家
族
呼
び
寄
せ
に
よ
る
移
住

を
特
徴
と
し
て
い
る
。
一
九
四
五
年
に
な
る
と
、

国
土
の
復
興
が
優
先
事
項
と
さ
れ
、
移
民
は
両
義

的
に
と
ら
え
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
移
民
は
継
続

的
に
滞
在
し
、
家
族
を
伴
い
、
労
働
に
従
事
し
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
行
政
は
一
九
七
四
年
七
月
以

降
、
外
国
人
単
純
労
働
者
の
入
国
を
停
止
し
、

一
九
七
八
年
か
ら
八
〇
年
に
か
け
て
北
ア
フ
リ
カ

の
外
国
人
労
働
者
を
強
制
的
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に

帰
国
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
成
功

を
収
め
な
か
っ
た
。
そ
し
て
「
外
国
人
労
働
力
」

や
「
外
国
人
労
働
者
」
と
い
っ
た
用
語
は
、
次
第

に
「
移
民
労
働
者
」
と
言
っ
た
用
語
に
置
き
換
え

ら
れ
て
い
っ
た
。

一
九
七
〇
年
代
の
経
済
危
機
の
一
部
は
確
か
に

一
九
七
三
年
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
国
は
移
民
の
流
入
を
管
理

す
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
七
七
年
は
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
の
終
わ
り
を
告
げ
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
大
統
領

と
な
っ
た
ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
ジ
ス
カ
ー
ル
＝
デ
ス
タ

ン
（
一
九
二
六
～
、
在
任
一
九
七
四
～
八
一
）
は

新
規
移
民
の
入
国
を
停
止
す
る
。
た
だ
し
家
族
呼

び
寄
せ
は
こ
れ
に
含
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
こ

れ
以
降
、
正
規
移
民
の
大
半
は
家
族
呼
び
寄
せ
に

よ
り
入
国
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
大
統
領
は

帰
国
者
へ
の
一
時
金
を
提
案
し
た
。
一
九
八
〇
年

に
な
る
と
、
ボ
ネ
法
が
導
入
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
国

内
へ
の
入
国
条
件
が
強
化
さ
れ
、
非
正
規
移
民
の

送
還
が
容
易
に
な
っ
た
た
め
、
ハ
ン
ス
ト
が
発
生

し
、
こ
の
政
策
は
部
分
的
に
停
止
さ
れ
た
。
移
民

の
流
入
は
、
高
齢
化
す
る
人
口
に
多
少
の
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
に
役
立
つ
も
の
の
、
移
民
だ
け
で

こ
の
課
題
を
完
全
に
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
九
八
一
年
の
大
統
領
選
挙
を
受
け
て
、
左
派

の
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
（
任
期
一
九
八
一
～
九
五
）

の
も
と
で
政
府
は
、
非
正
規
状
態
に
あ
る
外
国
人

お
よ
そ
一
三
万
人
を
大
量
に
正
規
化
し
、
ボ
ネ
法

の
廃
止
に
よ
り
移
民
の
滞
在
条
件
を
緩
和
し
、
本

国
へ
の
帰
還
に
伴
う
一
時
金
を
廃
止
し
た
。「
移

民
労
働
者
」
と
い
う
用
語
は
次
第
に
「
移
民
」
と

い
う
用
語
に
置
き
換
え
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
、

移
民
が
一
時
的
な
住
民
で
は
な
い
と
理
解
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

一
九
九
五
年
に
右
派
の
シ
ラ
ク
政
権
へ
と
政
権

が
交
代
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
一
九
九
六
年
の
法

律
は
滞
在
許
可
証
の
取
得
に
制
限
を
下
し
、
非
正

規
状
態
に
あ
る
外
国
人
の
送
還
は
い
っ
そ
う
容
易

に
な
っ
た
。
極
右
政
党
の
国
民
戦
線
は
移
民
に
反

対
し
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
が
経
済
不
況
に
あ
る
た
め
、

外
国
人
排
斥
の
言
説
は
ま
す
ま
す
反
響
を
招
い
た

が
、
そ
の
一
方
で
一
九
九
〇
年
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
レ
イ
シ

ズ
ム
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
団
体
は
、
な
か
で
も

刑
務
所
に
服
役
中
の
外
国
人
の
本
国
へ
の
送
還
に

反
対
し
て
戦
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
よ
り
、
移
民
は

フ
ラ
ン
ス
だ
け
で
は
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
タ
リ

ア
な
ど
で
も
重
要
な
政
策
論
争
の
テ
ー
マ
と
な
り
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
回
帰
を
か
き
立
て
て
い
る
。

一
．
二　

現
在
の
移
民
に
つ
い
て

国
連
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
〇
年
に
フ
ラ

ン
ス
は
七
二
〇
万
人
の
移
民
を
受
け
入
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
総
人
口
の
一
一
・
一
％
に
相
当
す
る
。
フ

ラ
ン
ス
は
世
界
第
六
位
の
移
民
受
け
入
れ
国
で
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
四
二
八
〇
万
人
）、
ロ

シ
ア
（
一
二
三
〇
万
人
）、
ド
イ
ツ
（
九
一
〇
万

人
）、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
（
七
三
〇
万
人
）、
カ
ナ

ダ
（
七
二
〇
万
人
）
に
次
い
で
い
る
が
、
イ
ギ
リ

ス
（
六
五
〇
万
人
）
や
ス
ペ
イ
ン
（
六
四
〇
万

人
）
に
は
勝
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
移
民
出

身
（
第
一
世
代
と
第
二
世
代
）
の
人
口
比
が
最
大

の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
一
つ
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
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二
五
歳
か
ら
五
四
歳
の
人
口
の
一
三
・
一
％
が
、

ま
た
子
ど
も
の
一
三
・
五
％
が
、
全
体
と
し
て
は

二
六
・
六
％
の
人
口
が
移
民
出
身
で
あ
り
、
イ
ギ

リ
ス
（
二
四
・
四
％
）、
オ
ラ
ン
ダ
（
二
三
・
五
％
）、

ベ
ル
ギ
ー
（
二
二
・
九
％
）、
ド
イ
ツ

（
二
一
・
九
％
）、
ス
ペ
イ
ン
（
二
〇
・
二
％
）
に

勝
っ
て
い
る
。

移
民
を
最
も
狭
い
意
味
で
規
定
し
て
い
る
国
立

経
済
統
計
研
究
所
に
よ
れ
ば
、
移
民
と
は
「
外
国

で
外
国
人
と
し
て
生
ま
れ
た
人
」
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
移
民
お
よ
び
移
民
の
直
系
は

二
〇
〇
八
年
に
フ
ラ
ン
ス
本
土
に
一
一
八
〇
万
人

居
住
し
、
こ
れ
は
総
人
口
の
一
九
％
に
相
当
す
る
。

こ
の
中
で
も
、
五
五
〇
万
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
で

あ
り
、
四
〇
〇
万
人
は
マ
グ
レ
ブ
系
で
あ
る
。

二
〇
〇
四
年
に
は
一
六
万
九
〇
〇
〇
人
が
フ
ラ

ン
ス
国
籍
を
取
得
し
、
そ
の
後
の
二
〇
〇
五
年
に

こ
の
数
値
は
一
五
万
五
〇
〇
〇
人
に
減
少
し
た
が
、

そ
れ
で
も
一
九
九
九
年
以
降
を
見
る
と
一
〇
〇
万

人
以
上
が
フ
ラ
ン
ス
人
に
帰
化
し
た
の
だ
。
つ
ま

り
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
の
間
に

一
一
四
万
人
の
外
国
人
が
フ
ラ
ン
ス
人
に
帰
化
し

た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
中
で
は
、
四
〇
％
以
上
の

国
籍
取
得
者
が
未
成
年
で
あ
り
、
そ
の
数
は
明
ら

か
に
一
番
多
い
。
未
成
年
や
そ
の
両
親
の
お
よ
そ

半
数
は
子
ど
も
が
一
三
歳
に
な
る
と
、
は
や
ば
や

と
国
籍
申
請
を
行
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
国
籍
の
申

請
が
、
自
ら
の
統
合
を
表
明
す
る
た
め
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

二
．
移
民
と
い
う
課
題

移
民
を
制
限
し
、
さ
ら
に
は
入
国
を
停
止
す
る

必
要
の
有
無
を
め
ぐ
り
激
し
い
論
争
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
主
張
を
す
る
人
々
は
、

移
民
が
雇
用
を
圧
迫
し
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
生
業
を

占
拠
し
て
い
る
と
か
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
っ
た
偽
り

の
脅
威
論
に
基
づ
く
議
論
を
喧
伝
し
て
い
る
。
極

右
政
党
で
あ
る
国
民
戦
線
の
支
持
者
の
大
半
は
移

民
反
対
論
者
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
ア
ラ
ビ
ア

語
使
用
や
、
目
に
見
え
る
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る

イ
ス
ラ
ー
ム
の
存
在
に
過
敏
に
な
っ
て
い
る
。
最

近
で
は
い
く
つ
か
の
モ
ス
ク
が
建
設
さ
れ
、
イ
ス

ラ
ー
ム
は
可
視
的
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
し

て
彼
ら
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
や
世
界
各
地
で
の
イ

ス
ラ
ー
ム
過
激
派
に
よ
る
テ
ロ
活
動
に
対
し
て
激

し
い
怒
り
を
向
け
て
い
る
。

二
．
一　

移
民
と
経
済

一
九
七
〇
年
代
ま
で
、
移
民
が
フ
ラ
ン
ス
に
入

国
す
る
主
要
な
理
由
は
経
済
的
事
由
で
あ
り
、
こ

れ
は
フ
ラ
ン
ス
が
労
働
力
を
必
要
と
し
て
い
た
こ

と
や
、
移
民
の
生
活
の
必
要
に
も
結
び
つ
い
て
い

た
。
当
時
、
移
民
は
恵
ま
れ
な
い
国
か
ら
到
来
し

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
七
五
年
以
降
に
な
る

と
、
家
族
呼
び
寄
せ
の
た
め
の
移
住
が
中
心
を
占

め
る
よ
う
に
な
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
の
初
頭
ま
で

は
、
家
族
呼
び
寄
せ
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

政
策
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
に
正
規
滞
在
し
て
い
る

外
国
人
は
フ
ラ
ン
ス
に
家
族
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
に
家
族
呼
び
寄
せ
の
た
め
の
移
住

は
、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
入
国
者
数
一
九
・
四
万
人
の

四
五
％
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
二
七
％
は

写真３　パリにはヴェトナムからの移民も多く暮らし、
ヴェトナム風サンドイッチを売る店もある

写真４　パリにはインドからの移民も多い

写真５　移民とフランス人の連帯を訴
えるポスター（移民史博物館にて）
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フ
ラ
ン
ス
人
家
族
に
よ
る
外
国
人
の
呼
び
寄
せ
と

な
っ
て
お
り
、
八
％
が
移
民
に
よ
る
家
族
呼
び
寄

せ
に
あ
た
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
経
済
的
事
由
か

ら
の
移
民
は
入
国
者
の
九
％
に
す
ぎ
な
い
。

二
〇
〇
〇
年
代
に
増
加
し
て
い
る
移
住
の
重
要
な

事
由
は
留
学
で
あ
り
、
こ
れ
は
二
〇
一
〇
年
の
入

国
者
の
三
一
％
に
の
ぼ
る
。

多
く
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
、
こ
れ
ま
で
に
移
民

の
経
済
的
、
財
政
的
な
影
響
を
検
討
し
、
以
下
の

点
を
解
明
し
た
。

１
）
三
〇
歳
か
ら
四
九
歳
の
外
国
人
と
同
年
齢

の
フ
ラ
ン
ス
人
の
労
働
力
人
口
率
は
、
そ

れ
ぞ
れ
九
〇
％
と
九
五
％
と
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
。

２
）
移
民
は
労
働
市
場
を
補
完
し
、
経
済
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
就
労
し
て
い
る
が
、
労
働

市
場
は
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
を
必
要
と
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
資
格
者
の
み
の
雇

用
を
目
的
と
す
る
移
民
政
策
は
、
経
済
的
、

社
会
的
に
矛
盾
す
る
。

３
）
移
民
だ
け
が
、
人
口
の
高
齢
化
に
対
抗
す

る
要
因
で
は
な
い
に
せ
よ
、
移
民
は
出
生

率
の
減
少
を
部
分
的
に
補
う
。

４
）
フ
ラ
ン
ス
が
「
移
民
ゼ
ロ
」
政
策
を
採
っ

た
場
合
、
二
〇
五
〇
年
の
時
点
で
社
会
保

障
費
の
財
源
に
は
国
内
総
生
産
の
三
％
で

は
な
く
、
五
％
が
必
要
と
な
る
。

５
）
労
働
市
場
に
対
す
る
移
民
の
影
響
力
を
見

る
と
、
移
民
労
働
者
は
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー

の
移
民
の
労
働
者
の
一
部
と
競
合
す
る
に

す
ぎ
な
い
。

経
済
開
発
協
力
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
に
よ
れ
ば
、

移
民
は
長
期
的
に
見
れ
ば
、
経
済
成
長
に
と
っ
て

決
定
的
な
役
割
を
と
る
。
そ
こ
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、

各
国
が
た
と
え
不
況
の
時
で
あ
れ
、
移
民
に
対
し

て
国
境
を
閉
ざ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
呼
び
か
け
て

い
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
二
〇
一
三

年
六
月
に
刊
行
さ
れ
た
報
告
書
の
中
で
、
加
盟
国

は
若
年
移
民
の
お
か
げ
で
平
均
す
る
と
数
十
億

ユ
ー
ロ
の
補
足
的
な
利
益
を
獲
得
し
て
い
る
と
評

価
し
て
い
る
。
し
か
し
報
告
書
は
そ
の
一
方
で
、

オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
の
移
民
は
多
く
の
年
金
を
必
要

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
は
毎
年

一
〇
〇
億
ユ
ー
ロ
の
公
費
を
支
出
し
て
い
る
と
も

述
べ
て
い
る
。

こ
れ
と
異
な
る
分
析
に
よ
れ
ば
、
移
民
に
よ
っ

て
相
当
数
の
企
業
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
安
価
な
労
働

力
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
長
期
的

に
み
れ
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
労
働
者
の
給
与
の
削
減

に
影
響
を
与
え
る
。「
移
民
人
口
が
一
％
上
昇
す

る
と
、
給
与
が
一
・
二
％
減
少
す
る
」
と
い
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
関
す
る

一
九
九
四
年
の
研
究
に
よ
れ
ば
、「
移
民
は
給
与

に
は
ほ
と
ん
ど
の
影
響
を
与
え
な
い
。」
ま
た
、

多
く
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
移
民
は
給
与

に
プ
ラ
ス
の
効
果
を
与
え
る
と
さ
え
言
わ
れ
て
い

る
。

二
．
二　

移
民
と
文
化

世
界
の
大
部
分
で
は
、
植
民
地
化
や
「
西
洋

化
」
の
た
め
、
多
く
の
社
会
や
文
化
が
消
失
し
て

し
ま
っ
た
。
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
画
一
化
を

招
い
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
人
間
社
会
の
歴
史

に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
そ
れ
で
も
現
代
社
会
は
つ

ね
に
新
た
な
文
化
の
混
淆
を
生
み
続
け
て
い
る
。

多
く
の
フ
ラ
ン
ス
人
は
多
様
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
手
探
り
で
作
り
上
げ
て
い
る
。
彼
ら
は
特

に
意
識
す
る
こ
と
な
く
、
ク
ス
ク
ス
や
ピ
ザ
、
中

華
料
理
を
次
々
に
食
べ
た
り
、
ま
た
フ
ラ
メ
ン
コ

や
サ
ン
バ
、
太
極
拳
の
レ
ッ
ス
ン
を
次
々
に
受
け

た
り
、
さ
ら
に
は
マ
ラ
ケ
シ
ュ
や
イ
ス
タ
ン
ブ
ー

ル
で
週
末
を
過
ご
し
、
多
様
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

大
都
会
の
中
で
は
新
た
な
人
間
文
化
が
少
し
ず
つ

生
ま
れ
て
き
て
お
り
、「
混
淆
」
が
生
み
出
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
伝
統
文
化
や
国
民
の
歴
史
の
枠
組
み

が
揺
れ
動
い
て
い
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
現
代
世
界
は
ダ
イ
レ
ク
ト
な
混
淆

を
体
験
し
て
い
る
。
こ
れ
は
多
様
な
移
民
や
、
ま

す
ま
す
増
え
ゆ
く
国
際
結
婚
に
よ
る
も
の
だ
。
国

際
結
婚
の
カ
ッ
プ
ル
か
ら
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
複

数
の
言
語
文
化
の
中
で
成
長
す
る
。
そ
の
結
果
、

生
ま
れ
る
複
合
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
複

数
の
帰
属
意
識
に
よ
り
作
ら
れ
た
形
態
の
一
つ
で

写真６　ニューカマーの子どもたちの出身地は世界各地に及ぶ
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あ
り
、
こ
れ
は
社
会
的
行
為
者
一
人
一
人
の
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
資
質
を
生
み
出
し
て
ゆ
く
。

移
民
は
、
芸
術
の
充
実
に
も
関
わ
っ
て
き
た
。

芸
術
は
ホ
ス
ト
国
と
出
身
国
の
間
で
交
差
し
、
混

じ
り
合
う
中
で
生
ま
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、

ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ン
ヌ
・
ベ
ー
カ
ー
（
一
九
〇
六
～

七
五
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ズ
リ
ー
州
セ
ン
ト
ル

イ
ス
で
フ
リ
ー
ダ
＝
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ン
ヌ
・
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
と
し
て
生
ま
れ
、
ア
フ
リ
カ
系
と
ア
メ
リ

カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
系
の
混
血
で
あ
る
が
、

一
九
三
一
年
に
「
私
は
祖
国
と
パ
リ
を
愛
し
て
い

る
」
と
い
う
歌
を
歌
っ
て
い
る
。
ま
た
、
エ

デ
ィ
ッ
ト
・
ピ
ア
フ
（
一
九
一
五
～
六
三
）
は
、

イ
タ
リ
ア
の
リ
ヴ
ォ
ル
ノ
に
生
ま
れ
た
歌
手
の
ア

ネ
ッ
タ
・
マ
イ
ヤ
ー
ル
の
娘
で
あ
る
が
、
マ
イ

ヤ
ー
ル
自
身
は
モ
ロ
ッ
コ
の
ベ
ル
ベ
ル
民
族
出
身

な
の
だ
。
一
九
五
〇
年
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て

活
躍
し
た
歌
手
の
多
く
は
移
民
の
出
身
で
、
そ
の

後
に
フ
ラ
ン
ス
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
象
徴
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ブ
ラ
ッ
サ
ン

ス
（
一
九
二
一
～
八
一
、
彼
の
母
は
イ
タ
リ
ア
の

バ
ジ
リ
カ
ー
ト
出
身
）
や
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ブ
レ
ル

（
一
九
二
九
～
七
八
、
ベ
ル
ギ
ー
出
身
）、
レ
オ
・

フ
ェ
レ
（
一
九
一
六
～
九
三
、
母
は
イ
タ
リ
ア
出

身
）、
イ
ヴ
・
モ
ン
タ
ン
（
一
九
二
一
～
九
一
、

イ
タ
リ
ア
出
身
）、
バ
ル
バ
ラ
（
一
九
三
〇
～

九
七
、
父
は
ユ
ダ
ヤ
系
ア
ル
ザ
ス
人
、
祖
母
は
ロ

シ
ア
人
）
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
次
の
世
代
に

は
、
セ
ル
ジ
ュ
・
ゲ
ン
ズ
ブ
ー
ル
（
一
九
二
八
～

九
一
、
ユ
ダ
ヤ
系
ロ
シ
ア
移
民
の
息
子
）
や
ク

ロ
ー
ド
・
ヌ
ガ
ロ
（
一
九
二
九
～
二
〇
〇
四
、
母

は
イ
タ
リ
ア
出
身
）、
ダ
リ
ダ
（
一
九
三
三
～

八
七
、
イ
タ
リ
ア
出
身
）、
ア
ラ
ン
・
バ
シ
ュ
ウ

ン
グ
（
一
九
四
七
～
二
〇
〇
九
、
父
は
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
人
）
な
ど
が
い
る
。
現
在
の
世
代
に
は
、
ゼ

ブ
ダ
（
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
で
、
メ
ン

バ
ー
は
マ
グ
レ
ブ
系
移
民
）、
ベ
ナ
バ
ー
ル

（
一
九
六
九
～
、
イ
タ
リ
ア
系
移
民
）、
カ
リ

（
一
九
六
八
～
、
イ
タ
リ
ア
系
移
民
）
な
ど
が
い

る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ン
ソ
ン

は
「
メ
テ
ッ
ク
」（「
異
国
の
人
」
の
意
味
で
、
ギ

リ
シ
ア
出
身
の
歌
手
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ム
ス
タ
キ

（
一
九
三
四
～
二
〇
一
三
）
の
歌
の
タ
イ
ト
ル
）

に
よ
る
芸
術
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
外
国
出
身
の
芸
術
家
の

貢
献
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
モ
ジ
リ
ア
ニ

（
一
八
八
四
～
一
九
二
〇
、
イ
タ
リ
ア
出
身
）
や

シ
ャ
ガ
ー
ル
（
一
八
八
七
～
一
九
八
五
、
ロ
シ
ア

出
身
）、
ス
ー
テ
ィ
ン
（
一
八
九
三
～
一
九
四
三
、

ロ
シ
ア
出
身
）、
ピ
カ
ソ
（
一
八
八
一
～

一
九
七
三
、
ス
ペ
イ
ン
出
身
）、
フ
ジ
タ

（
一
八
八
六
～
一
九
六
八
、
日
本
出
身
）、
ダ
リ

（
一
九
〇
四
～
八
九
、
ス
ペ
イ
ン
出
身
）
や
、
ま

た
ヴ
ァ
ザ
ル
リ
（
一
九
〇
六
～
九
七
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
出
身
）、
ザ
オ
・
ウ
ィ
キ
ー
（
一
九
二
〇
～

二
〇
一
三
、
中
国
出
身
）
な
ど
は
み
な
外
国
出
身

の
フ
ラ
ン
ス
の
芸
術
家
で
あ
る
。
移
民
は
「
フ
ラ

ン
ス
的
特
性
」
を
破
壊
す
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
を

活
か
し
、
豊
か
に
し
て
い
る
。

二
．
三　

移
民
と
言
語

移
民
は
自
分
た
ち
と
共
に
言
語
を
持
ち
込
み
、

こ
れ
は
出
身
言
語
と
呼
ば
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の

言
語
は
失
わ
れ
た
り
、
家
族
の
中
で
は
三
世
代
も

た
て
ば
継
承
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ

は
豊
か
さ
の
喪
失
で
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
成
人
移
民
は
ホ
ス
ト
社
会
の
言
語
を

学
ぶ
よ
う
期
待
さ
れ
て
い
る
。「
言
語
統
合
」
と

は
、
移
民
が
他
の
話
者
と
区
別
さ
れ
な
く
な
り
、

ま
た
ご
く
わ
ず
か
な
点
し
か
気
づ
か
れ
な
い
よ
う

に
な
る
こ
と
（
た
と
え
ば
、
わ
ず
か
な
訛
り
）
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
さ
ら
に
は
、

自
分
の
知
っ
て
い
る
言
語
を
公
的
な
空
間
で
使
わ

な
か
っ
た
り
、
そ
れ
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
だ
と

理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
定
義
は
、
あ
る

種
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
話
者
の
期
待
、
す
な
わ
ち
言
語

的
均
質
化
に
対
応
す
る
も
の
だ
。
さ
ら
に
、
こ
の

よ
う
な
解
釈
に
よ
れ
ば
、
成
人
移
民
は
支
配
言
語

や
公
用
語
の
高
度
な
運
用
能
力
を
証
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
言
語
能
力
は
ホ
ス
ト
国
に
対

す
る
移
民
の
忠
誠
心
を
表
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

と
い
う
の
も
、
言
語
習
得
は
市
民
権
と
同
一
視
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
フ
ラ
ン
ス
人
と

は
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
（
上
手
に
）
話
す
人
」
な
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
言
語
統
合
に
関
す
る
外
的
な
定
義

は
、
ホ
ス
ト
社
会
の
本
当
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

写真７　パリの小学校にはニューカマーの子どもが多い。フラン
ス語の話せない子どもたちに向けた「受け入れクラス」の一コマ
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も
の
で
も
な
く
、
ま
た
移
民
み
ず
か
ら
の
望
む
と

こ
ろ
で
も
な
い
。
い
わ
ゆ
る
内
的
な
考
え
方
に
従

う
な
ら
ば
、
多
数
派
の
言
語
、
支
配
言
語
の
習
得

と
の
関
連
で
言
語
統
合
を
定
義
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
言
語
統
合
は
、
む
し
ろ
移
民
一
人
一
人
の

言
語
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
の
関
連
か
ら
規
定
さ
れ
る

べ
き
な
の
だ
。
移
民
を
話
者
と
い
う
観
点
か
ら
見

た
場
合
、
言
語
統
合
は
、
個
人
の
言
語
レ
パ
ー
ト

リ
ー
を
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
空
間
に
適

応
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

言
語
統
合
に
は
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

個
人
の
言
語
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
新
し
い
言
語
環
境

に
適
応
さ
せ
る
に
は
多
く
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

こ
れ
は
移
民
の
持
つ
計
画
や
ニ
ー
ズ
に
よ
る
が
、

お
よ
そ
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
）
言
語
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
穏
や
か
な
統
合

個
人
の
言
語
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
中
で
使
用
で
き

る
言
語
能
力
は
均
質
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
移

民
が
多
数
派
の
言
語
能
力
を
十
分
に
保
持
し
て
い

な
け
れ
ば
、
効
率
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
場

面
を
管
理
で
き
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
を
管
理
す
る

に
は
特
別
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
場
合
、
移
民
は
第
三
者
に
頼
る
こ
と
に
な
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
是
非
は
話
し
相
手
の
好

意
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
た
移
民
は
、
こ

の
た
め
何
ら
か
の
活
動
を
避
け
る
か
も
し
れ
な
い
。

と
い
う
の
も
、
移
民
は
そ
れ
が
自
分
の
言
語
能
力

の
範
囲
を
超
え
る
と
感
じ
る
た
め
だ
。
ま
た
、
話

し
手
は
こ
の
よ
う
な
言
語
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
効
率

的
で
は
な
い
と
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
そ
れ

は
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
源
と
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
だ
が
、
移
民
が
そ
れ
ま
で
に
習
得
し
た
言

語
を
価
値
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
ホ
ス
ト

国
の
多
数
派
の
言
語
に
完
全
に
実
用
的
役
割
を
与

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
実

用
性
以
上
の
役
割
を
与
え
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、

移
民
は
多
数
派
の
言
語
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
、

出
身
言
語
が
重
要
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
機
能
を

保
持
す
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

２
）
言
語
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
機
能
的
統
合

移
民
の
持
つ
言
語
レ
パ
ー
ト
リ
ー
内
の
言
語
能

力
が
十
分
で
あ
る
場
合
、
移
民
は
社
会
や
職
場
で

の
、
個
人
の
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

面
を
ほ
ぼ
う
ま
く
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
場
で
の
間
違
い
や
、
間
違
い
の
固
定
化
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
移
民
は
あ
ま
り
そ
れ
に
気
に

と
め
な
い
。
む
し
ろ
、
間
違
い
を
減
ら
し
て
、
言

語
を
普
通
に
、
ま
た
便
利
に
使
お
う
と
努
め
、
自

分
も
そ
の
言
語
活
動
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
。

こ
の
場
合
、
出
身
言
語
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

保
持
す
る
上
で
必
ず
し
も
突
出
し
た
地
位
を
持
つ

わ
け
で
は
な
い
。

３
）
言
語
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
あ
る
す
べ
て
の
言
語

の
統
合

移
民
は
、
多
数
派
の
言
語
を
自
分
の
言
語
レ

パ
ー
ト
リ
ー
に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ

れ
を
情
動
面
に
お
い
て
再
構
築
す
る
。
こ
の
時
、

多
数
派
の
言
語
は
移
民
が
こ
れ
ま
で
に
習
得
し
た

言
語
の
か
た
わ
ら
に
置
か
れ
る
。
そ
こ
で
の
言
語

レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
も
は
や
緊
張
関
係
に
は
な
い
。

社
会
生
活
を
送
る
上
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
が
自

然
に
入
れ
替
わ
り
使
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
言
語
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
中
で
、
出
身
言
語
は

こ
れ
ま
で
唯
一
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
表
す
も

の
だ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
他
の
言
語
と
共
に
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
表
す
る
の
で
あ
る
。

移
民
や
そ
の
家
族
、
子
ど
も
た
ち
は
生
活
設
計

の
た
め
に
、
ま
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
持
す

る
た
め
に
、
前
述
の
言
語
戦
略
の
い
ず
れ
が
最
適

で
あ
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て

学
校
や
教
育
組
織
は
、
こ
の
よ
う
な
言
語
戦
略
の

結
果
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
移
住

は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
ま
ぎ
れ
も
な
く
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
す
る
の
だ
か
ら
、
過
去
の
郷
愁
に
凝
り

固
ま
る
必
要
は
な
い
、
多
元
性
や
混
淆
を
視
野
に

収
め
て
言
語
戦
略
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、

と
移
民
や
関
係
者
に
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠

だ
。結

論
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
部
の
世
論
は
外
国
人
排
斥
を

行
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
社
会
の
高
齢
化
や
現

在
の
経
済
不
況
に
起
因
す
る
も
の
だ
。
フ
ラ
ン
ス

で
も
外
国
人
の
排
斥
は
、
レ
イ
シ
ズ
ム
や
反
ユ
ダ

ヤ
主
義
、「
反
黒
人
」「
反
マ
グ
レ
ブ
人
」
と
い
っ

た
、
実
に
古
く
か
ら
の
反
撥
に
基
づ
い
て
い
る
。

こ
れ
は
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
帝
国
の
喪
失
に

結
び
つ
い
て
い
る
と
共
に
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争

に
あ
た
り
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
側
に
お
よ
そ
三
〇
万
人

の
犠
牲
者
を
出
し
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
生
ま
れ
の

八
万
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
本
国
へ
帰
還
し
た
こ
と

に
も
結
び
つ
い
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

よ
う
に
、
自
己
を
閉
ざ
し
て
己
の
殻
に
閉
じ
こ
も

る
こ
と
は
、
国
の
経
済
的
利
益
や
力
強
い
文
化
に

反
す
る
こ
と
で
あ
る
。

「
変
わ
ら
ず
に
生
き
残
る
た
め
に
は
、
自
ら
変

わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
私
は
、
イ
タ
リ
ア
人

移
民
の
息
子
と
し
て
、
こ
の
言
葉
を
か
み
し
め
た

い
。

 

（
訳
：
西
山
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行
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